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抄録

私立東京女子体操音楽学校卒業生で中等学校在職者の

80％前後は高等女学校に在職していた． 1908（明治41)

年， 1921（大正10)年． 1926（大正15)年の高等女学校

体操科受持ち女子教貝中蚊多の25％前後を占めた．在

職地は 1926（大正15)年には外地2府1巖も含む46府県

巖となった．卒業後年数が経過すると．在職者は少なく

なり． 9年目を超えると卒業年師に 3人以下の在職となっ

た． 1903（明治36)年に邸等女学校では体操科1教科の

みの受持ちが83.3％であったが． 1926（大正15)年には

46.8％が2教科の受持ちで． その90％が音楽との受持ち

であった．

東東女子高等師範学校に体操科と音楽科教貝没成のた

めの「体育科」が設骰されるのは 1937（昭和12)年になっ

てからであり．私立東京女子体操音楽学校卒業生が女高

師卒業生に代わり体操科あるいは体操科と音楽科を受け

持ち．「骰操ハ成ルヘク女教員ヲシテ之ヲ教授セシムヘシ」

実現の一炭を担った役割は大きい しかし．短期性成で

大多数が教貝免許状を所持していなかったことがもたらし

た女高師卒業教員に比べて低い地位が．「女子1本脊教師」

確立過程にあって．「女•←f・教師」から「女子体育教師」が差

異化される要因になったとも考えられる．

はじめに

明治・大正期における女子中等学校体操科受持ち女子

教貝の主な出身校は女子l•ij等師範学校（以下．女子•高等

師俺学校を「女高師」と略すことがある）．第六臨時教貝

1造成所．各私立女子体操学校il:1）である． これらの学校

の卒業生数は各学校の卒業生名簿や同窓会名簿を手懸か

りにして明らかにされている（掛水． 1981, 1984, 1986 : 

越智． 2013). 女子中等学校体操科受持ち女子教員につ

いては．明治期における私立女学校，高等女学校の体育
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の指導者について史料を収巣できた範囲で明らかにされて

いる（掛水． 1982)ように全学校を網羅しているもので

はなかった．

1903（明治36)年3月の高等女学校教授要目体操科の

「教授上ノ注慈1」で「慨操ハ成ルヘク女教員ヲシテ之ヲ教

授セシムヘシ」（官報 第五千九百一眺 明治三十六年三

月九日 p.213)とポされている．筆者はその実現状況を

明らかにするために各学校の学校史学校への調査や各

府県史料等から全国の女子中等学校の女子体育教師に関

する史科収果を長年にわたって進めていたが．名前．受

持ち方法出身校名を横断的縦断的に明らかにすること

は非常に困難であったそうした中で．坂本 (2008)の研

究で『中等教育諸堺校職員録」（当初は『諸學校職貝録』．

後に「中等教育諸楳校職員録』と改名） （以下『諸學校職貝

録」． 「中等教脊諸卑校職員録」を「職貝録」と略す）の存

在を知り．全国の女子中等学校の体採科受持ち教貝注2)

の分析に着手した「職貝録」には全国の学校の教員名．

受持ち教科名．職名等が掲載されているが．性別．出身

校は掲載されていない

すでに．「職員録」を手懸かりにして，明治期における

高等女学校体採科（掛水・山田， 2011b）．各種学校と

しての女学校の体操科（掛水． 2011a), 大正期高等女学

校・実科（：：j等女学校体操科の受持ち教員の配置．男女

教員数．体採科受持ち女子教貝の出身校．職名（明治期

のみ）．受持ち方法等の実態は明らかにされている（掛水．

2013a. 2013b). 明治期．大正期それぞれの私立東京女

子体操音楽学校il:3)卒業の中等学校体採科教貝の実態に

ついても明らかにされている（掛水． 2013c.2014). 本研

究では． これらの研究成果を用いて．明治期および大正

期を通した泊j等女学校体操科受持ち教員全体の実態を明

らかにしたうえで． この間．高等女学校体操科受持ち女

子教貝中．蚊多を占めていた私立東京女子体操音楽学校

卒業生が．「怜操ハ成ルヘク女教貝ヲシテ之ヲ教授セシム

ヘシ」の実現に果たした役割を考察する．
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I.『諸學校職員録』，『中等教育諸學校職員録』について

r,;h堺校戦且録」．「中等教脊諸堺校職il録jは1903(Iリl

治36)年iill立の中等教科，り脇會が発行したもので第．

編は 1903（明治36)年｝文の調布糸，『果が1904(Iリl治37)年

1 J J 24 IIに 「諸根校職且録jとし‘う名称で発行された．以

後 1923（J:.11・:12)年版のみ関東大姦災のため発行され

なかったが．名称を変えながら． 1940（昭和15)年まで令

37年分発1iされた． 1906(明治39)年版は 「l| 1 ^．が教脊諸

堺校戦ii3点と名称が変更されている ．1938(ll(i,f1113)年

版からは師範学校1| l 学校． I＇，‘:j等女学校女(•‘)こ架学校．実

業学校の3llltに分llltされた．女―fl | I等学校が出鉢さilfこ

「職且録」現物の所在が確認できるのは．明治期は36年．

39年．41年の3{, : ・分．大正期は 10年． 11年． 15年の3

ィドク｝．II({ {I I Jりlよ2カヽら 7年． 9カ、ら 14年0)12年分． 合，•i l•

18年分である．本研究では．現物の所在が確認できる明

治期3年分と人l|・:JUl3年分のうち 2年分ll:4)(10年 15年）

の合,n・s年分の「職ii録」を）IJLヽた．

2.高等女学校体操科受持ち教員の実態

(1)学校数，体操科受持ち教員数． 1校平均人数．男女割合

この時期． 女r-111^ ぶ学校には女げIli範学校． 1899(明

治32)年の邸等女学校令による高等女学校． 1910(明治

43)年 10J Jの似j＾．ーが女学校令改正による尖利•I’,9:j等女学校．

さらに此j＾が女学校令によらない各種学校としての女学校

や女［•実業学校があった ここでは．紙1111,iの都合から 1|I 

等学校l|I• 最も学校数が多かったぶj等女学校休採科受持

ち教且の実態を明らかにし他の女学校の実態について

は別稿に，，襄る．

女f•教有の機会拡）くとともに． I＇，.:j等女学校数． 4:．徒

数はともにJ((/)JIIした． 表1にぷしたように． 1903(明治

36)年と 1926（人Il・:15)年を比較すると ．学校数は7.3倍

に．牛徒数は 11.6倍とな った それに伴l‘. 1本採科受

持ち教且数も li(1)J|lしたが．男子教員は 14倍 となり 4・：徒

数の増）JII率以卜であったが．女f-教i」は7倍のl(f/)JIIに留

まった．図1にぷしたように．1校‘ド均体採科受持ち教且

数は 1903（明治36)年から 1921（火 11:10)年には減少し

たが． 1926（人 ll・:15)年には増加してlヽる ．男女教J.1りIJ

に見ると男f教J.1は明治JUlには減少したが． 1921（人ll・・・

10) 年にはlii)JlI に転じたのに対して．女f•教l」は 1921 （大

ll:..10) 年まで減少し紬け． 1926 （人 I1•: 15)年に持ち直し

ている． 1903（明治36)年に 1校‘ド均2人の女f教J.1が受

（ナ持ってlヽた1料採科は． 1926 (k,E 15)年には0.9人の受

人数
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図1 明治・大正期高等女学校1校当たり

平均体操科受持ち教貝数

持ちになった．

休採科受持ち教且中の女f・・91{Ij合は． 1903（明治36)年

に71.6%であったが1926（人l1・:15)年には48.8%に減少

した (I叉12).女J’•教且数減少の.flIl lI I. f本採科受持ち教且

中の女 r・,1111介減少(/).flI！由は次の体採科受持ち方法の項で

明らかにする．

表1 明治 ・大正期高等女学校体操科受持ち男女教貝数

学校数 生徒数
『職員

体操科受持ち教貝数（『職員録』による）

（公私 （公私 1校
録』

分析 男子教貝 女子教員 男女合計
斗， 斗ー ・・ 平均

掲載
対象

文部省 文部省 生徒 学校 合計割合 1校合計割合 1校合計 1校
年報に 年報に 数

学校
数 人数 （％） 平均人数 （％） 平均人数平均

よる） よる）
数 人数 人数 人数

1903（明治36)年 内地 91 25719 283 86 83 65 28.4 0.8 164 71.6 2 229 2.8 

1906（明治39)年 内地 114 35881 315 115 112 61 28.1 0.5 156 71 9 1 4 217 1 9 
1908（明治41)年 内地 159 46582 293 158 155 79 31.5 0.5 172 68.5 1.1 251 1.6 

高等女学校 1921（大正10)年 内地 415 153421 370 405 402 361 55.1 0.9 294 44.9 0.7 655 1.6 

外地 23 23 16 48.5 0.7 17 51.5 0.7 33 1.4 

1926（大正15)年 内地 661 298305 451 655 655 628 51.2 1 598 48.8 0.9 1226 1.9 

外地 43 43 38 55.9 0.9 30 44.1 07 68 1.6 

注） 『諸母校職貝録』，『中等教育諸學校職貝録』(1903-1926)を分析した．
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「閲採ハ成ルヘク女教ilヲシテ之ヲ教授七シムヘシ」 (j)')孔現に果たした明治．）く ll·:l りlにおける私 I'／：東J;t·女f·体採紆楽学校卒架1|:•())役割
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図2 明治・大正期高等女学校体操科

受持ち教貝数男女割合

(2)体操科受持ち方法

例えば． 1903(明治36)年と 1926(Aiじ15)年の東以

J(.f立第・1i:j等女学校の体採科受持ち）j法は次のように変

化した 1903 （明治 36) 年には女（・教且 9 人と男(•教且

2人の合,n・11人で1本採科を受け持っていた．女似訃iii卒業

の教諭が遊戯を含んだ4教科から 6教科を受1かち．男（・

助教諭1人が1本採科を． さらに男 (・l州ぷ，正教員 1人が逝戯

を受け持ってlヽた． 1926(J.:.正15)年には女似;r:,1i卒業と

第六臨時教且殺成1りt 1本採家 ’li利•卒業の女(•教 li,i|2 人と

男子教且3人の5人の受持ちに染約され．1903（明治36)

年から在職する女f•教ii1人は4教科の受持ちであった

が．他の4 人は体採利•1教科のみの受持ちとなった

このように． 1903（明治36)年には1本採科受持ち女（・

教且の約80％は． 1本採科と()tせて3教科以 I’．を受け耕っ

ていた．次第に 3教科以 1この受持ちは減少し．体採科1

教科0)受持ちが増加し 1926(人正15)年には65.8%と

なった．さらに．1921（大1El0)年までは2教科受i寺ちが

妍）JIIし 1926()<lI・,.15)年に減少しているlfi）J|ir]もある （図

3). 3教科以 I．．の受持ちの減少は女，＇， 9：if:ili卒業教且の体採

科受1かちの減少を．心味し． 1教科受持ちの増加は私立女

r•1本採学校卒業教UO) J{1)JIIを．な味する． 2教科受持ちが

坪1)Jl1後減少するのは． 1926（大止15)年の「lj足il録」から

名前が見られる II本女 r・体脊」i.|JIl学校 （二階‘;;i:1本採祁）

卒業I |•:0)およそ 90％は 1 教科受持ちであったためである ．

女心雑l|i卒菜似数教且が他教科と併せて．少しずつ分担

する形で受け持っていた体採科の投業を．1料採科のみを

受け持つ女 r・教員に委ねることになったため．体採科を

受け持つ女f教員数は減少した文利• 9 .flIl科呼を＇が門に

学んだ如濯Iii卒業教liにとって．体採科のみを委ねる こ

とができる女 f•教員 0) 」 ',9,1)JI l は好都合であったと 思われる ．

男 r・教且はすでに． 1903（明治36)年には49.2％が休採

科1教科0)みの受持ちであったので1校‘りたりの体採科受

持ち教il数は少なくなってlヽ たため．人数に）＜きな変化

ばなかった．

(3)体操科受持ち女子教員の出身校

,1.i V女 r•中等教ll1癸1戊学校では卒業することによって ．

中には．体採科を含まない楊合もあったが．体採科を含

んだ教i1免詐状を取t！ドできた． 一方．私 I,l：女f-体採学校

を卒業しても ．、無試験検定il• 5 ｝ 受験が詔められるまでは．

雅関の文,''ilS省教且検定試験を受験しなければならず．合

格者は仙少数であった明治 ・人 lじ期の1本採科受持ち教

且が学んだ学校の詐細につLヽ ては先行研究 （掛水．1981.

1984. 1986. 2010 :越杯'1'.2013)^令に委ねる．
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一■体操科
1教科

女子 女子 女子 女子 女子

教員 教貝 教貝 教只 教只

1903 1906 1908 1921 1926 1903 1906 1908 1921 1926 

明治 明治 明治 大正 大正 明治 明治 明治 大正 大正

36 39 41 10 15 36 39 41 10 15 

79.3 45 5 33.1 20.1 5.7 30.8 18.0 8.9 15.2 8.7 
I 

16.5 19 9 25.0 38.8 28.5 

4.3 34 6 41 3 41.2 65.8 

■3教科以上

2教科

■体操科 1教科

図3 明治・大正期高等女学校体操科受持ち教貝受持ち教科数（割合・％）
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■1903（明治36)年 1906（明治39)年 ■1908（明治41)年 ■1921（大正10)年 ■1926（大正15)年
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゜ 一 一
女高師

女高師
第六臨教

国語体操 第六臨教 私立 日本
本科等

専修科 奈良
家事科1部・

家事科1部・ 東京女子 体育会 二階堂
中京高女

（明治41年 体操 第三臨教 家事体操
から東京

（明治41年 女高師
家事科

体操 体操音楽 体 体操塾
専攻科

女高師）
から東京

以外
家事科 学校 女子部

女高師）

■1903（明治36)年 126 5 

1906（明治39)年 65 10 42 7 

■1908（明治41)年 38 20 43 16 

■1921（大正10)年 36 12 13 4 26 60 42 

■1926（大正15)年 21 2 1 1 61 1 144 58 107 4 

数

図4 明治 ・大正期高等女学校体操科受持ち女子教員出身校

注）空欄は未設置で卒業生なし

出身校判明者のみ

「職貝録」に掲載された1料採科受持ち女子教且を各学校

卒業者名節や1Iil窓会名罰1:6)/:.!!(i介し 出身校を調介した，

しかし高等女学校二学年以ドの教授を担‘りする教J.iは

小学校本科正教員免咋状をイiする 者でも採）Ilされた（官

報第五ー］i．li．琥明治三 1→ ：年）L）J六[I p. 81)うえ．

教且免昨状を19Hiしない者が1折イiする者の二倍を超過す

る場合は文,"iii人1:(の認可が必災であったものの，教且免

詐状を所イiしない者でも教且になることができたので．1ili 

掲の学校以外の出身者もあり，出身校不明教員が残され

てlヽる． I-．述したように． 沿jぐが女学校二学年以ドの教授

を担‘りする教且は小学校本科 1I•疇．教J.i免許状をイiする者で

も採川されたことから，かなりの数の女—(•師範学校卒業

9|：．が含まれて lヽるのではな lヽ かと思われる．

図4に明治 ．）(I|頂加：j節女学校体採科受持ち女（教且

中19lJIリJした出身校をぷした空欄は． まだその年までに

卒菜生が出てl、ない学校である， J,・’：j等女学校1杓採科受持

ち女f教li出身校が‘訂立学校から私1/：学校卒業4：．に移行

して行く様（・がはっきり見て取れる．1903（明治36)年

には高等女学校の1料採科受持ち女f教且中126人 （令休

の76.8%.出身校1’lJlリJ者の96.2%)が女沿j(h|i本利等の出

身者で． 創設1/il もない私立束以女(•体採 i.f•楽学校出身者

は5人 （令体の3.0%.出身校判明者の3.8%)であった

その後女闊師（明治41年4)1以降は東点女ぶif:1li)本利

割合（％）
99'7oT--- l -iふ！ 1-1'―

私立学校
卒業

•官立学校

: 忍 : " ”

卒業

f.『
図5 高等女学校女子体操科受持ち教員出身校

官立学校私立学校別割合

（出身校判明教員中割合・ ％）

出身者は激減し 1母ili•1料紺、1,1.修科．第六臨時教li 1癸成）りi /1\

身者へと移った 1926（大布15)年には1.i立4校出身者

合計87人 （全体の 14.6%. 出身校判明者の21.8%)に減

少した （図5). • }j, 私立束似女 （休採竹楽学校出身者

は次第（こl杵）JIIし．1908（明治41)年 1921（大Il・:10)年

1926（大正15)年に泣多を 占め． 1926（人正15)年には

144人（全体の24.190.出身校判明者の36.0%)となった

それに次ぐ数は 1921（大正10)年には． II本体宥会体採

学校女fi}|；出身者であったが． 1926（大＿1F15)年には．

-8 -
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■女子体採科受持ち教貝全体中 出身校が判明した女子体採科受持ち教貝中

割合（％）

子女

中
た
貝

し

教
明
ち

科

判

持

採

が

受

体

中

校

科

翌

紐

醤

• 
一

図6 明治・大正期高等女学校体操科受持ち女子教員中，

私立東京女子体操音楽学校卒業生が占める割合

-= |l•和：i： 1本採然 ( II 本女 r·体脊＇，1/l"l学校） 出身者となった

(I又16).

(4)出身校別職名（明治期）

明治期の「職且録」には．各教且の戦名が，辻載されてlヽ

るが．人II・：期には氾載されなくなった．表2に示したよう

に． 欠濯iii出身者はほぼ全liが教品であっ たが．私立女

（休採学校II,I身者は教諭の割合は少なかった．特に短期

1癸I如＇: 7) の私 I•L束原女—f体採i.,i楽学校出身れは助教諭心

料が11とも 多 く次いで1屈託で，そのため俸給も低かった （掛

水 • 11111 1. 20116). 

女似惟iii卒業教貝に比べて低l、地位にあっ たことが「女

r•1本有教師」 確 I.i．過程にあっ て．女闘師出身の従米から

ィf在した似j等女学校の「女f教 師」から．新たに現れた私

1/：女 r・体採学校出身 「女f体脊教師」が淡異化される要囚

となったと考え られる ． 低 l 、地位は ． 私 I,i．女f•1本採学校

は知）りl:Iた1成のため年齢が低い まま 教師 となり ， その後の

勤続年数 も知い者が多かったこと ．人多数が教ll免許状

を所持してt、なかったことから生じたのではなt、かと思わ

i lる．

3. 私立東京女子体操音楽学校卒業生の中等学校体

操科における実態と r膿操ハ成ルヘク女教員ヲシテ之

ヲ教授セシムヘシ」の実現に果たした役割

(1)在職学校

ここでは．私 I9［東京女子1本採行楽学校卒業4：．の女ー臼lIi

範学校各種芥校としての女学校も含めた中呼学校のイJ:

職学校について考察する．卒業4：・イI:職者l|Ihとも 多いイ£職

学校は此ĵ、が女学校であり． 75.0%から 84.l%（明治36年

83.3%.明治39年84.1%、明治41年73.7%.人正10年

76.5%.人 11'.15年75.0%)を，liめる．大 Il・◆.)Ulには尖科高

等女学校へ0)在職 （人「I・:10年 12.3%.人 l1・9.15年8.7%)

があるため． I＇，9:jぐが女学校の比半はドがってLヽ るが高等

女学校．＇）；利• I＇，●：j呼女学校と併せ ると90%近t、. このよ

うに多くが，＇，●：jぐが女学校へ在職 した結果． 1i1i項で述べたよ

う（こ． 1908(明治41)年．1921(人．1f10)年． 1926(人正

15)年には，心j等女学校体採科受持ち女f教且 l|1-l位多を占

めてし、た．

各種学校 としての女学校へのイ1:11設は少なく．13.0％か

ら24.5% (明治36年 16.7%. 明治39年16.6%.明治41

年 24.5% . 火 I| •： 10年11.1%.大 Il・:15年13.0%)であった．

少数であるが．女げlli範学校への在職もみられ． 多 くは

l',':j等；女学校 との 兼任 （明治39年は兼任で4人．明治41

年3人．人正15年5人）であり． 1926（人1E15)年には女

r-r:11i範学校のみへのイ［職が2人あった．本米． 女，心袖lliが

女げIii範学校 と，りĵ、が女学校の教且1洛成を担っていた．私

1/:東以女f•1本採i.,i楽学校の卒業4：．が闊等；女学校だけでな

＜． 女f•師範学校へも在職して L ヽたことは ． 1 9ilの中等学

校体採利•女f•教il兆1成制疫の後れをぷすとtヽえよう ．

表2 高等女学校体操科受持ち女子教員の出身校別，職名別人数

女高師（国語体操 女庇師国語体採
女高師合計

私立東京女子 日本体育会
その他 ・不明 合計

専修科以外） lJl.修科 体投音楽学校 体採学校女子部

明治| 明治I 明治 明治I 明治 明治 明治 明治 明治 明治 明治 明治 明治 明治 明治 明治 明治 明治 明治 明治 明治

36年 39年 41年 36年 39年 41年 36年 39年 41年 36年 39年 41年 36年 39年 41年 36年 39年 41年 36年 39年 41年

教諭 （教貝 ・教師・教授） 119 64 38 

゜
8 19 119 72 57 1 7 13 

゜
3 4 10 18 27 130 100 101 

ド

教坊 （教口）心13 7 

゜゚ ゜゚ ゜
7 

゜゚ ゜
6 3 

゜゚ ゜
1 

゜
2 8 6 5 

助教約

゜
1 

゜゚
2 1 

゜
3 1 

゜
1 2 

゜
1 5 13 

゜
12 13 5 21 

＿ト―

助教諭心得

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
3 18 17 

゜
2 4 7 ， 8 10 29 29 

＇ 
過師

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
1 

゜
1 

゜゚
1 

゜
2 1 1 2 3 

一“託 ，厄

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚
10 6 

゜
1 2 2 3 4 2 14 12 

なし

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
1 

゜゚
1 

合計 1261 651 38 

゜
10 20 1261 75 58 5 421 43 

゜
7 I 16 33 32 55 1641156 172 

出典 掛水 ・山田 (2011b, p.402) 
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(2)在職地

各年「職貝録」にはそれぞれ調介時までの私立東以・女f

体採•i,'j•楽学校卒業生が掲載されている． 1926 （大正 15) 年

の「職U録」には 1期（明治35年12Jj)から 31期（大正15

年3H)までの卒業生が掲載可能となる．今圃用いた5年

分の「職員録」に掲載された卒業生の中等学校在職地の分

布を表3に示した．この表から卒業生の増}JUとともに次第

に在職地を増やして行った様(・がわかる．在職地は 1903

（明治36)年には5府貼6人であったが． 1926（大正15)年

には内地47府貼中九州 4~,i以外の 43府県に達し．外地

2l{.f1彪も含む46lif貼巖192人となった． 1903（明治36)

年から 1926(:A:正15)年まで通してみると．内地では．在

職者がない府県は沖縄県のみとなった． このように．卒業

'-l：．は全国で受け入れられてきたことがわかる． しかし．卒

業生全体のうち．中等学校体操科受持ち教員として「職U
録」に掲載されているのは．表3蚊―ド段に示したように年

によって述いがあるが． その時までの卒業牛0)14.6％から

31.6％に過ぎず． 1926（大正15)年には24.0％であった

(3)在職年数

令ての年の「職員録」が残されている』けではないため．

卒業生の1E確な在職年数を知ることはできない． そこで．

1926（大1E15)年「職員録」に掲載された卒業生の卒業年

を調在することにより． 1926（大ff15)年までの在職年数

を明らかにした．その結果．卒業後の年数の経過と共に

1926（大IE15)年の在職者は減少していることが明らかと

なった図 7 に示したように． 1926 （火正 15) 年卒業4:•())

74.4%はこの年．巾等学校に在職してし、たその前年())

卒業4:•())在職率は 81. 1%とはjいが．卒業後の年数の経過

と共に在職者数は少なくなり．卒業9年Hを超える卒業

'I=. 0)在職者は卒業年術に 0人から 3人となっていることが

わかった． そうしたなかで．明治期の卒業牛が在職し統

けている場合があった．

(4)受持ち教科数

体操科女子教員殺成において．似虹l• と併せて他教科

も学ばせることがあった． 1903（明治36)年に女高師にI,q
誦1材鱈修科を設置した際．校l妙j§ttは「体採科を主と

すれども．ーは学習者の修1¥I••()) 為に．丈ーは当時に在

りては体採ー科のみの女教師に在りては採JIJの際不便な

るべきを察して国語科を併せ課したるなり」（高硲秀夫先

!I湛念li業会． 1921.p. 115)と述べているのは周欠lIO)こ

とで． 1本採科のみの教師では1沖［と考えられていた． この

ような",tfJ1tから前述の出身校0)なかでも．家1iと体採（体

採と家・li.)の複数0)教科を課していた学校があり．私立東

);(女子体操行楽学校も． 1本採だけでなく脊楽も課してい

た．

-10 -

表3 私立東京女子体操音楽学校卒業生の中等学校在職地分布

内 1903 1906 1908 1921 1926 

地
明治

霊
明治 大正 大正

外 番 地
36年 41年 10年 15年

地 , c 方 道府県等 人数 人数 人数 人数 人数

1 北海道 3 4 

2 百森 1 2 

-7 3 4 5 6 

岩手 1 2 5 

東 宮城 1 2 2 
北 秋田 1 2 

山形 4 2 1 5 

福島 1 1 3 

8 茨城 1 3 ， 栃木 1 1 1 

10 群馬 1 1 1 3 

11 
関

埼玉 1 1 2 
東

12 千葉 1 2 4 

13 東京 2 5 8 5 18 

14 神奈川 2 3 2 

2111115 6 7 8 9 0 

新潟 3 4 6 1 1 

信 臼山 1 2 
越 石川 2 

北 福井 2 1 5 
陸 山梨 1 1 1 

長野 5 

21 岐阜 1 5 

22 東 静岡 1 3 6 12 

23 海 愛知 1 1 1 4 
内

24 三豆 1 2 2 
地

25 滋質 2 1 3 

26 京都 1 1 4 4 

27 近 大阪 4 5 8 12 

28 畿 兵匝 1 1 1 4 

29 奈良 2 1 2 3 

30 和歌山 1 1 3 3 

31 烏取 1 1 

33332 3 4 5 

品根 1 2 2 6 
中

岡山 1 2 2 2 2 国
広品 1 3 4 12 

山口 2 1 2 

； 徳島 1 4 

四 香川 2 1 2 5 
国 愛媛 2 2 1 3 

高知 1 

福岡 1 2 4 2 2 
佐賀 2 

九 長崎 4 
州 熊本 3 1 1 

沖 大分 1 

縄 宮崎 1 

鹿児品 1 5 

沖縄

1 朝鮮紺怪府 1 1 8 
外

2 召鴻組舒府 2 3 
地

3 樺太歴 1 

合 府県等数 5 28 28 34 46 
~t 人数合計 6 50 57 77 192 

卒業 それまでの卒業生数 19 218 342 529 799 
生数 中等学校在職割合 31.6% 22.9% 16.6% 14.6% 24.0% 

・記入無しは在職者無しである．

• 1926（大正15)年に4人， 1926（大正15)年に 16人が2校を兼任で教えていた． 2
校兼任教目は一人を除いて同じ収の学校であったのでその府県数は一つとし

た． 1926（大正15)年に， r職貝録」作成時期のずれのためか岩手と新潟に在既し

ていた記録がある佐藤カツは岩手のみを数えた．

•それまでの卒業生数は明治期は明治41 年 2 月規則改正許可願いに添付されたも

の，大正期は卒業者名薄による．明治36年は2期（明治36年6月）までの数．

・外地は地方や県に分けなかった．
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■卒某生改 在磁人政

120 

100 

人 数 80 

60 . -

40 
I I 

＇ 
I n ■ II l;― 20 ＇ -

＇ ＇ 
I 

＇ 
I I I ■ I I • . 

＇ 
I I. I― 

＇ 
[ I l -

゜1902 1903 1904 1905 1906 1907 1908 1909 1910 1911 1912 1913 1914 1915 1916 1917 1918 1919 1920 1921 1922 1923 1924 1925 1926 
明治 明治 明治 明治 明治 明治 明治 明治 明治 明治 明治 大正 大正 大正 大正 大正 大正 大正 大正 大正 大正 大正 大正 大正 大正
35年 36年 37年 38年 39年 40年 41年 42年 43年 44年 45年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年

■卒菜生数 15 15 53 98 96 63 26 17 12 6 14 15 ， 13 15 10 ， 18 20 24 33 77 62 53 43 

在臣人数 1 

゜
1 3 1 1 

゜゚
1 

゜
2 

゜゚ ゜
1 

゜
2 6 5 8 17 36 32 43 32 

■割合（％） 6.7% 0.0% 1.9% 3.1% 1.0% 1.6% 0.0% 0.0% 8.3% 00% 143% 00% 0.0% 00% 6.7% 00% 22 2% 333% 250% 333% 515% 468% 516% 81.1% 74.4% 

図7 1926（大正15)年における私立東京女子体操音楽学校卒業中等学校教貝卒業年別在職状況

（『中等教育諸学校職員録』掲載者）

出典 掛水 (2014,p, 39) 
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図8 明治 ・大正期私立東京女子体操学校卒業

高等女学校体操科受持ち教貝受持ち教科数割合（％）

ここでは． i1とも在職者が多かった沿jべが女学校のみにつ

t、て検討する． I-X.18にぷしたように． 1903(明治36)年

には1本採科1教科のみの受持ちが83.39oであったが次

第に減少し． 1926(人11・:15)年には50.6°0となった． そ

れに 1又して 2教科の受持ちは次節に増加し． 1926 （ 火 l1 •••

15)年には46.8%となり． 半数近くが2教科の受持ちと

な っ た 2教科受持ち教il のおよそ 90% が1,9,i•楽と の受持

ちであった 私 I,i．束以女f•1本採i9,i•楽学校は 1919 (火11：：別

年から本科は2年1iりの修‘‘f:Jりl|:llとし． 1925()< lr. 14)年

に東以｝｛•i・ヘ提／II した公文，l｝の学校規llll によると． 1料採科

とi,j•楽利• （こ分（ナ． 1本採利•本利•'I'. は('j·楽利•i19i辿科を「兼修

スベシ」となっている． i9,j• 楽利は辿に.f1|l論 111、1)·： |iil. Illi:IK. 

和州・器楽併せて 11時1iil0) {,i楽科IIがあったおそらく

{,i楽科教且も小足してt、たと名えらfL. 11ゞ採利•も1,陀楽科

も学んでt、ため．体採利•O)み． あるtヽ（まi9,i•楽科とi)tせての

体採科教且となっていった． i9,i•楽科につt、ては無試験検

定受験賢格を1!}られなかった．

体採利•中．特に遊戯 （現在のダンス ） 0)｛‘|湊としてff楽

を必要としたという而もあるが． 「人,1．．．時代、 （中略）I’,9:j^序

女学校でも実科高等女学校はi,i•楽教村 （教科名は Ill\歌 ）

は小学校レベルなので敢えて('i•楽教員を求めなかっ た 」

（坂本 2010.p. 111 ) と L ヽう 状況で． 1本採利•も1,',i楽利•も

受け持つことができることは，久沿湘liに 1本採利•も('j·楽科

も設ii’,1'.されてし、なt、なかで教師が小）止しており ，1',沼社が述

べたように採川の際にイi利であった

1920（大l|・:9)年3J jに卒業し 1921()...:,uo)年に体採

科試験検定に合格した）1:上千代は明治・人―ll・：期に女（舟iii

範学校で1本採と併せて他教科を受け持ったIliI;• の 卒業4:.

であった 1921()ゞJ[10)年 「))泄Liふたには徳島リ蒻：j等女

学校に1本採科受持ちとして掲載されてtヽるが， 1926（人

1[ 15)年 「職且録」では徳島臥似j等女学校 と徳島貼女（・

師範学校兼任で1本採科と紆楽科を受け持ってlヽ る．坂本

(2010. p. 116)によると．徳島↓＼し女（師範学校では 1921

（大Il:.10) 年には東原if•楽学校卒業の 2 人の教 Liがi’i楽

を受け持ってt、たが， 1926（大ll:.15)年には東以紆楽学

校祈卒業の1人と）1:Lの受け持ちと なっ てし、る， 打楽教

il研究の視．1,'[からも 「徳島県女n,1iJft,・::i等女学校としても

体操もi9,i•楽も指禅できる女性教且を採 ） Ijすれば 而i；：であ

ろう 」（坂本 2010.p. 116)と述べられてlヽる．

女此ii":iiiに1本採科とi9,i楽科教li性成のための「14iff科」が
設ir1'.されるのは 1937（昭和12)年になってからであり， 1本
採利•と紆楽科の 女J'教ii 1癸成を l•Ii l が軽視してきたと'iぇ

よう ．こうしたなかで音楽科をi・：として学び併せて体採

科も学ばせた女（の学校はなし、ため，私 I幻如i（・女(•休採

音·楽学校では休操利•を七として学び，併せてi・，［楽利• も哨：

んだことが，卒業牛が令1.Ii1で採JIJされた災IJ.:.Iとなってし、る

と考えられる．女似jr:ili卒業I|：．に代わり体採科ある L、は1本

採科•と ff楽科を受け持ち． 「閤採ハ成ルヘク 女教且 ヲ シ

テ之ヲ教授セシムヘシ」実現0) .]心を担った．
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まとめ

本研究では．明治・大正期の『諸學校職員録J.『中等

教育諸學校職員録」を手懸かりにして．泊i等女学校体採

科受持ち教員全体の実態を明らかにしたうえで． 1903(Iリl

治36)年3月の高等女学校教授要日で示された「脆操ハ9成

ルヘク女教員ヲシテ之ヲ教授セシムヘシ」の実現に果たし

た私立東京女子体操音楽学校卒業生の役割を考察してき

た．

1903（明治36)年には高等女学校の体採科受持ち女f

教貝中76.8％が女高師本科等の出身であったが． 1926

（大正15)年には14.6％に減少し．官立学校から私立学

校出身に移行していった．女翡師出身者はほば全員が教

諭であったが．私立女子体操学校出身者は教諭0)割合は

少なく．特に短期性成で大多数が教員免許状を所持して

いなかった私立東京女子体操音楽学校lli身者は助教諭心

得や噸託など低い地位にあり，俸給も低かった．

1926（大正15)年になっても．i凶等女学校体採科受

持ち教員 1―l1女子教貝は48.7%という「脆採ハ成ルヘク女

教員ヲシテ之ヲ教授セシムヘシ」の実現状況であった．

1908（明治41)年． 1921（大正10)年． 1926（大正15)年

において．悩等女学校体操科受持ち女子教貝中．私＼、［東

京女子体操音楽学校卒業生が最多の25％前後を占めた．

また． どの年も私立東京女子体操音楽学校卒業生で中等

学校在職者の80％前後は高等女学校に在職していた．大

正期には実科高等女学校と併せると 90％近かった．卒

業生の在職地は 1903（明治36)年には5府県6人であっ

たが． 1926（大正15)年には外地2府1巖を含む469{;f県

E192人に達し全国で受け入れられていった．一方で．

卒業後年数の経過と共に．在職者は少なくなり．卒業9

年目を超えると卒業年鉦に0人から 3人の在職となった．

1903（明治36)年に高等女学校では体操科1教科のみの

受持ちが83.3％であったが．次第に減少し． 1926（大正

15)年には50.6%となった． それに反して2教科の受持ち

は次第に増加し． 1926（大正15)年には46.8％が2教科

の受持ちとなり．そのおよそ 90％が音楽との受持ちであっ

た．体操科で．特に遊戯（現在のダンス）の伴奏として行

楽を必要としたという面もあるが．体操科も音楽科も受

け持つことができることは．採川の際にイi禾ljであった．

東京女子高等師範学校に体採科と脊楽科教且義成のた

めの「体育科」が設置されるのは 1937（昭和 12)年になっ

てからであり．体操科と音楽科の女＋教且迩成を国が軽

視してきたと言えよう． そうしたなかで． 女i~~jn』卒業生に

代わり体操科あるいは体操科と音楽科を受け持ち．「脆

操ハ成ルヘク女教貝ヲシテ之ヲ教授セシムヘシ」実現の一

炭を担った役割は大きい しかし．短期義成で大多数が

教貝免許状を所持していなかったことによる女蒻師卒業教
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Uに比べて低い地1立が．「女子体ff教師」確立過程にあっ

て．「女子教師」から「女子体脊教師」が差異化される要因

になったとも考えられる．

注

1) ここでの私立女子体操学校には．体操学校女f•部や

j•,':j等女学校家事体操専攻科を含む．

2) 当初．体操科は他の教科と併せて受け持たれること

が多く．次第に体操科のみを受け持つ教貝が増えて

いった他教科と併せて受け持つ教員は必ずしも体

脊教Uあるいは1本採科教員ではないので．本稿では

「体操科受持ち教員」をJIIいたこれまで．体操科に

相当する教科名は変遷してきた．本研究では．体操

科に相当する教科の女•{•教師の総称としては「女f

体村教師」をJIlいる．

3) 1902（明治35)年5月10Flに私立東点女：：f体操学校

として設立され11月に私立東京女子体操音楽学校

に改称した（現在の東点体脊女子短期大学・東京女

(・体脊大学）．

4) 大正期の変化を検討するために大正10年版と大正

15年版をJlltヽ．大．1E10年に連続した大正11年版は

分析しなかった．

5) 1900（明治33)年3月の教且免詐令で「教且免許状

ハ教ll1癸成ノ ll的ヲ以テ設ittシクル官立学校ノ卒業

者又ハ教u検定二合格シタル者二文部大臣之ヲ授与

ス」．「教U検定ハ試験検走及無試験検定トシ教貝検

定委Li之ヲ行フ」とされていた． 1908（明治41)年の

「教il検走二l関スル規程」改正で無試験検定を受験

できるのは「一 文部klサノ指定シクル学校ノ卒業者

及選科修―f者」「二 第五条第一切り至第五サニ該当

スル者ニシテ卒業者ノ教U無試験検定二l関シ文部大

1:iノ，i伯ifヲ受ケクル公立．私立学校二人リヨ学年以

l•• 在学シテ卒業シタル者」と三 四で外国の大学の

卒業者となっていた．

女子体操科初の指定校は H本体脊会体操学校女子

部i',':j等科である． 1923（大正12)年4H211」に 1925

（大正14)年3)1の卒業生から適JIlされることになる

が． 3｝10)卒業生はいないので 12月の卒業生から適

lljされた．，i乍llj校は私ー、［東東女子体採音楽学校が初

で． 1925（大・Il...14)年2月24ElにlfiJ年3月以後の体

操科本科卒業者に限って無，試験検定受験がiii呵され

た．次いで． 1928（昭和3)年3月に1111年l"1月以後の

中恥f:j等女学校家！ji1本採しy．攻科．卒業生に． 1928(ll(f 

和3)年6H5LIに1929（昭和4)年3)1以後の L1本女

f1本行しli.|’’l学校本科およびが修科卒業生に無試験検

定受験がiitii［された．

女f・の体採科試験検走の合格率は低かった（明治



「憫操ハ成ルヘク女教llヲシテ之ヲ教授セシムヘシ」 0)実現に果たした明治・大正期における私立東京女子体操音楽学校卒業Il：．の役割

期平均で 9.7%)のに対して．無試験といっても学内

で試験があったが．卒業生のほぼ全員が教員免許状

を得られることになる．

6) 中京高等女学校家1i体操しり攻科卒業生名は平野

(2008)の研究による．

7) 私立東京女子体操音楽学校の修業年限は 1902（明治

35)年の創設当初は半年． 1908（明治41)年から本

科のみ 1 年． 1919 （大正 8) 年から体操科•本科のみ 2

年となった． H本体育会体採学校女子部は 1903（明

治36) 年 1 月の普通科設il1~時は 1 年． 1904 （明治 37)

年4月設t代のif:j等科は 1年半． 1923（火正12)年に

高等科は2年となった．二階党体操熱 (11本女こf体

脊専門学校）は 1922（火ll・:11)年4J-J 15 El IJH熟時は

1年． 1926（大正15)年3月241-1に11本女f体脊専．

門学校と改め修業年限3年となった． 1|りiげ：j等女学

校家事体操専攻科は 1922（火ll...11)年5月14Flの設

慨時から修業年限2年．
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